
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

阿
南
市
へ

●
金
１
億
円

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社　

代

表
取
締
役　

小
川
英
治
様
か
ら

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め

牛
岐
城
趾
公
園
の
整
備
資
金
と

し
て

●
金
一
封

橘
町　

黒
田
慎
二
様
か
ら　

防

災
公
園
施
設
整
備
お
よ
び
学
校

図
書
充
実
資
金
と
し
て

阿
南
第
一
中
学
校
へ

●
木
製
ベ
ン
チ　
１
脚

宝
田
町　

吉
野　

敏
様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

～
40
年
越
し
の
夢
を

第
二
国
土
軸（
太
平
洋
新
国
土
軸
）に
の
せ
て
～

と
し
て
、
明
石
、
鳴
門
、
豊
予
の

三
海
峡
に
海
底
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
を

掘
り
、
本
州
、
四
国
、
九
州
を
結

ぶ
と
い
う
、
淡
路
島
出
身
の
永
田

秀
次
郎
が
ま
と
め
た
の
が
永
田
構

想
で
し
た
。

　
今
、
日
本
列
島
の
中
で
新
幹
線

が
走
っ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
開

通
の
め
ど
が
た
っ
て
い
な
い
唯
一

の
エ
リ
ア
が
私
た
ち
の
四
国
で
す
。

　
１
９
７
３
年
に
四
国
新
幹
線
の

基
本
計
画
は
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
進
捗
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
大
阪
市
を
起
点
と
し
、
徳

島
市
、
高
松
市
、
松
山
市
を
経
由

し
、
九
州
東
端
の
大
分
市
を
結
ぶ

総
延
長
約
４
８
０
キ
ロ
の
計
画
は
、

今
少
し
ず
つ
動
き
出
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。
大
災
害
時
の
補
完
ル
ー

ト
や
、
う
っ
血
状
態
の
第
一
国
土

軸
を
蘇
生
さ
せ
る
意
味
に
お
い
て
、

第
二
国
土
軸
に
の
る
四
国
新
幹
線

の
必
要
性
が
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
第
一
国
土
軸
と
は
、
す
で
に

あ
る
東
海
道
、
山
陽
道
に
沿
っ

た
新
幹
線
、
高
速
道
路
の
こ
と

で
す
。
そ
れ
に
対
し
、
第
二
国

土
軸
と
は
、
東
京
か
ら
伊
勢
湾
、

紀
淡
海
峡
、
豊
予
海
峡
を
経
て
、

大
分
へ
と
つ
な
が
る
21
世
紀
の

交
通
ル
ー
ト
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
構
想
で
す
。
国
際
連
合
が
敗

戦
後
の
日
本
の
再
興
の
た
め
に

派
遣
し
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ワ
イ

ズ
マ
ン
博
士
が
、
昭
和
39
年
、

40
年
の
２
回
に
わ
た
っ
て
日
本

の
地
形
を
調
べ
、
提
唱
し
た
レ

ポ
ー
ト
「
ザ
・
セ
カ
ン
ド
・
イ

ー
ス
ト
・
ウ
エ
ス
ト
・
ロ
ー
ド
」

が
、
第
二
国
土
軸
構
想
へ
と
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
戦
前
に
も
類
似
の

構
想
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
14

年
、
阿
部
信
行
内
閣
の
鉄
道
大

臣
に
な
り
、
北
九
州
か
ら
大
阪

へ
石
炭
を
運
ぶ
ル
ー
ト
が
山
陽

本
線
以
外
に
も
う
一
本
必
要
だ

　
２
０
２
７
年
に
は
、
時
速
５
０

０
キ
ロ
で
走
る
超
電
導
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
カ
ー
が
開
業
予
定
で
、
東

京
―
名
古
屋
間
は
40
分
で
、
２
０

４
５
年
に
は
大
阪
ま
で
延
伸
さ
れ

１
時
間
７
分
で
結
ば
れ
ま
す
。「
四

国
に
新
幹
線
な
ん
て
非
現
実
的

だ
」
と
の
批
判
は
当
然
だ
と
思
い

ま
す
が
、
平
成
元
年
に
発
表
さ
れ

た
、
大
阪
商
工
会
議
所
の
「
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
中
央
新
幹
線
建

設
促
進
に
つ
い
て
の
中
間
答
申
」

の
中
に
は
、
紀
淡
海
峡
ト
ン
ネ
ル

を
通
る
四
国
新
幹
線
を
リ
ニ
ア
モ

ー
タ
ー
カ
ー
で
建
設
す
る
よ
う
提

言
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
「
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
夢

で
始
ま
り
、
情
熱
で
持
続
さ
れ
、

義
務
感
で
ま
と
め
ら
れ
る
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
今
月
の
市

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、

そ
の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

阿
南
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

が
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合

は
、
診
療
月
の
約
２
カ
月
後
に
、

「
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」

を
世
帯
主
の
方
に
通
知
し
て
い
ま

す
。
通
知
が
届
い
た
ら
、
お
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申

請
期
間
は
２
年
間
で
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収

書
が
必
要
で
す
の
で
、
税
金
の
確

定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
を
行
う

場
合
は
、
先
に
高
額
療
養
費
の
支

給
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

・
世
帯
主
の
預
金
通
帳

・
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

行
政
相
談
で

あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

行
政
相
談
委
員
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

日
程
・
場
所　
２
月
４
日
㈫

▼
新
野
公
民
館

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
桑
野
公
民
館

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ
は　

市
民
生
活
課

（
☎
22

－

１
１
１
６
）
へ

浄
化
槽
の
水
質
検
査

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方

は
、
１
年
に
１
回
、
浄
化
槽
の
水

質
に
関
す
る
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
浄
化
槽
法
に
規
定

さ
れ
て
お
り
、
業
者
が
行
う
保
守

点
検
・
清
掃
と
は
別
に
受
け
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

徳
島
県
知
事
指
定
検
査
機
関
で

あ
る
（
公
社
）
徳
島
県
環
境
技
術

セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
連
絡
・
訪
問

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い

る
方

検
査
実
施
期
間　
２
月
５
日
㈬
～

19
日
㈬

問
い
合
わ
せ
は　
（
公
社
）
環
境

技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

－

６

３
６

－

１
２
３
４
）
ま
た
は
市
環

境
保
全
課（
☎
22

－

３
４
１
３
）へ

さ
さ
ゆ
り
通
信
第
78
号

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

「
介
護
」を
学
ぼ
う
！

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
私
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
介
護
の
分
野
で
も

家
庭
内
で
の
男
女
の
協
力
は
不
可

欠
で
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
は
家
庭
か
ら
」

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

で
今
回
は
簡
単
な
家
庭
で
の
介
助

な
ど
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
程　

２
月
19
日
㈬　

午
前
10
時
～
12
時

２
月
26
日
㈬　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
２
階　

21

世
紀
室

定
員　
20
人（
男
女
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申

込
み
も
可
能
で
す
。

申
込
締
切
日　
２
月
12
日
㈬
（
消

印
有
効
）

※
簡
単
な
実
技
や
体
操
も
す
る
予

定
で
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
〒
７

７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ

町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参
画
室

（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

第
５
回
阿
南
市

人
権
教
育・啓
発
市
民
講
座

日
時　
２
月
25
日
㈫　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所　
文
化
会
館
１
階　

視
聴
覚
室

講
師　
四
国
大
学
名
誉
教
授　

　
　
　

原
田
寛
子
さ
ん

演
題　
『
生
老
病
死
を
い
ま
考
え

る

－

そ
し
て
自
ら
の
ガ
ン
体
験

「
わ
た
し
が
あ
な
た
を
死
な
せ
な

い
」

－

』

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
：
２
月
17

日
㈪
ま
で
）

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

募集期間　２月５日㈬～19日㈬
公表資料　第２次阿南市男女共同参画基本計画（素案）
公表場所　市ホームページ、各支所、各住民センター、および人権・男

女参画課
意見を提出できる方　

・市内に在住、在勤、または在学の方
・市内に事務所または事業所を有する方
・市に納税義務を有する方
提出方法　公表場所に備え付けの記入用紙にご意見、氏名、住所を記入

のうえ、人権・男女参画課に提出してください。任意の様式でも構い
ません。郵送または電子メールでも受け付けます。なお、電話や口頭
での受付はいたしませんのでご注意ください。
意見の公表　提出されたご意見は、その内容（個人情報は除く）を整理

して公表します。ご意見に対しての個別回答はいたしませんのでご了
承ください。
問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地3　

人権・男女参画課　男女共同参画室（☎22ー7401）へ
E-mail : josei@city.anan.tokushima.jp

第２次阿南市男女共同参画基本計画（素案）
のパブリックコメント（意見募集）を実施

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

皆
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
関
係
な
い
」

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き

や
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の

家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
け
出
や
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
あ
の
時
に
…
」
と
後
悔
す

る
前
に
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

介
護
保
険
認
定
調
査
員

（
嘱
託
職
員
）を
募
集

募
集
内
容　
平
成
26
年
度
に
要
介

護
認
定
申
請
者
宅
等
を
訪
問
し
、心

身
の
状
況
を
調
査
す
る
嘱
託
職
員

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

採
用
予
定
人
員　
５
人

報
酬　
月
額
18
万
３
０
０
０
円

申
込
方
法　
自
筆
履
歴
書
お
よ
び

免
許
証
の
写
し
を
介
護
・
な
が
い

き
課
へ
提
出
ま
た
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

募
集
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
20
日

㈭
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

郵
送
の
場
合
は
20
日
必
着
）

試
験
内
容　
面
接
試
験

試
験
日　
２
月
23
日
㈰

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
介

護
・
な
が
い
き
課
（
☎
22

－

１
７

９
３
）
へ

福
岡 広

島 岡
山 神

戸大
阪

名
古
屋

東
京津

和
歌
山

徳
島

大
分 豊

予
海
峡

紀
淡
海
峡

伊
勢
湾
口

第一国土軸
太平洋新国土軸

高松

長
通
信
は
、

気
宇
壮
大

な
内
容
か

も
し
れ
ま

せ
ん
が
、

新
年
に
あ

た
り
、
夢

は
実
現
す

る
も
の
だ

と
信
じ
た

い
も
の
で

す
。
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阿南市東京事務所がある市政会館前の道路は「国会

通り」と呼ばれ、中央省庁が立ち並ぶ霞が関を通り

抜けると国会議事堂の正面玄関が見えてきます。昨

年11月８日、那賀川中学校が修学旅行で国会議事

堂を訪れ、私も同行させていただきました。

この日は、ほかの見学団体も多かったのですが、生

徒たちの秩序ある団体行動には感心しました。最近

は、沖縄が人気のようですが、進学や就職で関わる

可能性の高い首都・東京を、友だちや先生とともに

見聞することはとても有意義だと思います。

一行は、赤じゅうたんの廊下を通って委員会室や参議院本会議場を見学し、威風堂々とした外観や芸術的

な内装に、国の最高立法府としての歴史と重みを肌で感じ取っていたようすでした。圧巻は、天皇陛下「御

休所」入口の大きな彫刻で、阿南市阿瀬比町産の巨大な大理石「時
ホトトギス

鳥」で造られています。ほかにも加茂

町「淡雪」、桑野町「加茂更紗」、津乃峰町「答島」、宝田町「新淡雪」などの石材が随所に使われており、

稀少種のアナンムシオイガイをも生んだ阿南市固有の石灰層（大理石）が国会議事堂を支えているといっ

ても過言ではありません。「ふるさとの誇り」をお土産にした生徒の皆さん。記念写真に収まる表情は一

段と輝いていました。

阿南市東京事務所長

問い合わせは
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

２月の催しのまちステーションプラザ

阿
南
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

申
告
相
談
の
受
付

　

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方
消

費
税
を
含
む
）
お
よ
び
贈
与
税
の

申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
３
日
㈪
～
３
月

17
日
㈪
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
期
間
中
は
、
阿
南
税
務
署

で
の
申
告
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

場
所　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２

階　

展
示
ホ
ー
ル

※
混
雑
し
て
い
る
場
合
は
、
受
付

を
早
め
に
締
め
切
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
、
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
該
当

項
目
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
申
告
書
等
を
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

作
成
し
た
申
告
書
等
の
デ
ー
タ

は
、
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
を
利
用
し

て
税
務
署
へ
送
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
の

普
通
紙
に
印
刷
し
て
直
接
税
務
署

に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w.nta.go.jp/

消
費
税
の
申
告
・
納
税
は

３
月
31
日
㈪
ま
で

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
（
地
方

消
費
税
を
含
む
）
の
申
告
・
納
税

は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方

・
平
成
23
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
方

・
平
成
23
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
以
下
の
方
で
、
平
成

24
年
12
月
末
ま
で
に
「
消
費
税

課
税
事
業
者
選
択
届
出
書
」
を

提
出
し
て
い
る
方

・
以
上
に
該
当
し
な
い
方
で
、
平

成
24
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
24

年
６
月
30
日
ま
で
の
期
間
の
課

税
売
上
高
が
１
千
万
円
を
超
え

る
方

※
平
成
23
年
分
の
課
税
売
上
高
が

１
千
万
円
を
超
え
る
方
は
、
平
成

25
年
中
に
課
税
売
上
や
課
税
仕
入

が
あ
る
場
合
、
当
該
課
税
売
上
高

が
１
千
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
申

告
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
税
務
署

（
☎
22

－

０
４
１
４
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

子
ど
も
の
携
帯
電
話
に
は

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
で
あ

る
反
面
、
ア
ダ
ル
ト
・
自
殺
・
薬

物
な
ど
、
子
ど
も
に
と
っ
て
悪
影

響
を
及
ぼ
す
有
害
な
情
報
も
氾
濫

し
、
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
が
サ
イ
ト
で
知
り
合
っ
た

人
に
誘
い
出
さ
れ
て
被
害
を
受
け

た
り
、
裸
の
写
真
を
メ
ー
ル
送
信

さ
せ
ら
れ
る
な
ど
の
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
つ
け
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
な
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定
は
原

則
無
料
で
提
供
さ
れ
、
各
携
帯
電

話
の
シ
ョ
ッ
プ
で
簡
単
に
手
続
き

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交通
事故

件 数
死 者
負傷者

225件（2,695）
3人（  10）
44人（410）

救急 件 数
搬送人員

285件（3,271）
270人（3,129）

火災
件 数
損害額

1件（  32）
22,088千円

（58,014千円）
●阿南署管内平成25年12月分合計
　カッコ内は１月からの累計

■展示コーナー　　10:00 ～ 20:00
※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○私の手仕事展　	4日㈫～16日㈰
○光のまちSPみんなのひなまつり展
	 18日㈫～３月２日㈰

■体験コーナー

○アロマでチョコキャンドルを作りましょう
２日㈰　13:00～15:00

【申込締切日】２月１日㈯　

【参加費】1,000円　【定員】４人

○楽しいプリザーブドフラワーアレンジ
９日㈰　13:00～15:00

【申込締切日】２月６日㈭　【持参物】はさみ

【参加費】2,000円　【定員】10人　

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
を常時開催中！

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎24－3141）へ

日時　３月15日㈯		18:30～21:00（受付18:00～）
場所　市内を予定　※申込み時にご連絡します。
対象　50歳ぐらいまでの結婚を希望する独身の方で、

再婚希望者、シングルマザー、シングルファーザ

ー、およびそれらの事情に理解のある方

定員　男性10人、女性10人（申込み多数の場合は抽選）
参加費　2,000円
募集期間　３月７日㈮まで
申込方法　住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入の
うえ、電子メールでお申込みください。

※申込み後、３日を経過しても返信メールが届かない場

合は、お問い合わせください。

※参加者が少ない場合は、中止する場合があります。

問い合わせは　阿南de愛隊事務局
（ふるさと振興課内	☎22ー7404）へ

E-mail　konkatsu@city.anan.tokushima.jp

光

婚活イベント
「セカンド・マリアージュ」参加者募集

○流通経済大学春季合宿
　16日㈰～23日㈰　8:00～17:00

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

２月の日程

ＦＭ徳島パーソナリティーの近
藤公美さんが、阿南市民の横
顔を紹介！ラジオを聞いてリス
ナープレゼントをGETしよう！

２月のゲスト（予定）

 6日　漁師　小浜敏也さん

13日　桑野川EM研究会　計盛幸雄さん

20日　彩
さい

魁
かい

企画　黒川真太郎さん

27日　活竹祭実行委員　樫原誠治さん

問い合わせは　

商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日　16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組

GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

明谷梅林まつり
２月９日㈰～３月20日㈭

開園式
２月９日㈰
　　10:00 ～
餅投げ、梅干し
の種飛ばし大会

駐車場
明谷梅林売店前
の無料駐車場を
ご利用ください。
※台数に限りあり
※沿道への駐車はご遠慮ください

問い合わせは　商工観光労政課（☎22ー3290）へ

イメキャラ大集合
お笑い笑

しょう

タイム
各種ステージイベント
お餅・お菓子投げ
あなん丼、活竹鍋、
特産品まつり など

3／1㈯
9:00～15:00

（雨天順延）

第
22
回　

阿
南
市

活
竹
祭

場
所

市
民
会
館
前
駐
車
場

国会議事堂

阿南市東京事務所の活動や、東京で活躍す

る阿南市出身の方々などを紹介するコー

ナー「東京アラカルト」を新設しました。

２カ月に１回、掲載していきます。

Vol. １

東 京アラカルト
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